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　三重県農業研究所はイチゴ
の新品種「うた乃」を育成し、３月
１日から生産許諾の申請を受け
付けます。「うた乃」は、種子繁殖
型品種で、11月下旬から収穫で
きる極早生。果実は赤色の円す
い形で、そろいが良く、糖度が高
く、独特の風味が特徴です。
　イチゴの栽培は、親株からラン
ナーを伸ばして増殖させる手法
が主流です。ただ、育苗作業は
生産者にとって大きな負担となり
ます。親株の病気が子株に移る
リスクや、増殖効率の低さも課

題。「うた乃」は、ランナーではな
く、種子で増殖させます。そのた
め、増殖効率が高く、病気のリス
クが低いメリットがあります。また、
炭疽（たんそ）病抵抗性を持って
います。萎黄病の抵抗性はありま
せん。防除は、原則として栄養繁
殖品種と同様の方法で行うとし
ています。
　糖度は果実全体では平均で
11。先端の糖度はピーク時に15
まで上がります。硬さは「かおり
野」や「よつぼし」とおおむね同
じ。大きさは「よつぼし」と同等で、

「かおり野」や「章姫」「紅ほっ
ぺ」に比べると小さいです。
　花芽の分化は９月15～20日。
11月下旬から収穫が始められ、
促成栽培に適した極早生品種
だと位置付けます。
　研究所野菜園芸研究課の小

３月から許諾受け付け  三重県
イチゴ「うた乃」開発

堀純奈主査研究員は「品質の
高いイチゴとして高単価を目指し
たい。県内の農業者に導入して
ほしい」と話します。
　栽培は県内に限ります。生産
部会への説明会は随時開く予
定です。
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　土壌病害であるキャベツ根こ
ぶ病の防除には、定植前の予防
対策が必要です。そのため、三
重県では圃場の発病ポテンシャ
ル（発病のしやすさ）を推定し、
適切な予防対策を選択する土
壌病害管理手法「ヘソディム
（HeSoDiM）」を指導していま
す。そこで三重県農業研究所で
は、誰でも手軽にキャベツ根こぶ
病の発病ポテンシャルを圃場ご
とに診断できる三重県版AIモデ
ルを開発しました。このAIモデル
を用いてキャベツ根こぶ病の適

切な予防対策を行うことにより、
管理コストの削減のほか、過剰
な農薬使用による環境への負
荷を減らすことができます。
　同モデルは診断したい圃場の
土壌菌密度や土壌㏗など7項目
を入力すると、キャベツ根こぶ病
の発病ポテンシャルをレベル1～
3の3段階で示します。また、防
除対策は発病ポテンシャルのレ
ベルに応じて、「増収化」や「高
付加価値化」、「持続的な栽培」
などの生産者が優先したいケー
ス別に選択することができます。

　同モデルによる圃場の発病ポ
テンシャルの診断精度は96％
と、これまでのマニュアルによる
診断手法よりも精度が高くなり
ました。同モデルはWebアプリ
「HeSO＋（ヘソプラス）」で利用
できます。
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図1 キャベツ根こぶ病の発病ポテンシャルを推定する三重県版AIモデルの診断手順

三重県版AIモデルの開発
キャベツ根こぶ病の防除
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圃場の位置を
地図上で指定 「通常の収量確保を優先」

これまでの栽培と同程度の収量確保を重視

圃場衛生、土壌pHの矯正、土壌消毒、薬剤施用、
排水性改善、土壌改良、耐病性品種導入、輪作の実施、
作期の変更、作付け計画の見直し、無防除、その他

「増収増益を優先」
規模拡大や低コスト栽培による収益増加を重視
「高付加価値化を優先」
減農薬栽培などの農産物の高付加価値化を重視
「持続的な栽培を優先」
長期的な視点で、輪作など持続的な安定生産を重視

発病ポテンシャル
レベル1～3で出力
AI自信度
★の数1～3で出力
例）診断結果
発病ポテンシャル

※ケースは、農業関係者へのヒアリングに基づき生産者を
　類型化したものです。
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